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勢

力
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本
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義
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l
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学

的

考

察
1
1
l

I白j

井

相j

Eヨ
Eヨ

序

社
会
的
勢
力
と
資
本
主
義
経
済
と
白
関
連
の
問
題
は
、
従
来
か

b
も
少
な
か
ら
一
ぬ
諸
学
者
に
よ
っ
て
、
種
々
の
観
点
よ
り
問
題
に
さ

む

の

れ

τ空
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
オ
ッ
ベ
ン
ハ
イ

7
1
ハ
問
。
R
v
S
F
E
E
2
)、
ウ
ィ

l
ザ

I

(問
4

者
ち
百
円
)
、
ツ
カ

γ
・
ハ
一
フ
ノ
ウ
ス

キ

l
ハ冨

Emp回
目
白

E
0
4
3
m〉
ふ
な
ど
は
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
モ
れ
ぞ
れ
独
自
の
見
解
を
主
張
し
て
お
り
、
ま
た
高
田
保
馬
博
士

に
お
い
て
は
、
精
密
た
理
論
的
体
系
に
よ
る
勢
力
理
論
に
基
い
た
「
勢
力
経
済
学
L

の
展
闘
が
注
さ
れ
て
き
て
い
る
。

思
う
に
勢
力
が
資
本
主
義
経
済
に
対
し
て
有
し
て
い
る
基
本
的
制
約
性
さ
ら
に
は
能
動
的
友
干
渉
性
を
理
論
的
に
分
析
す
る
と
こ
ろ

に
、
資
本
主
義
心
科
学
的
解
明
主
現
実
接
近
的
に
展
開
し
て
ゆ
く
上
で
の
一
つ
の
甚
大
在
謀
題
が
存
し
て
い
る
が
、
こ
の
勢
力
と
資
木

士
義
経
済
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
モ
れ
を
専
門
的
な
法
則
科
学
の
立
場
よ
り
分
析
す
る
限
り
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
観
点
か
ら
問

題
に
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

ω一
つ
は
勢
力
と
の
関
速
に
お
け
る
経
済
そ
れ
白
体
の
考
察
で
あ
り
、

ω今
一
つ
は
経
済
と
の
関
連
に
お

け
る
勢
力
の
側
の
研
究
で
あ
る
。
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
、
経
済
治
上
び
勢
力
に
つ
い
て
の
所
謂
「
第
二
次
的
接
近
」

ω
日
自
己
記
吋
防
署
B
I

出
自
己
邑
ロ
と
し

τの
考
察
の
一
分
野
を
な
す
も
白
で
あ
り
、

ωと
ωと
は
そ
の
研
究
対
象
が
閑
却
に
区
別
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
共
に
、

勢
h
H

と
資
本
主
義
経
揖

第
八
十
六
巻

ノ、

第
三
号

プL



勢
力
と
資
本
主
義
続
済

第
八
十
六
巻

一
六
回

第

号

。

ωの
研
究
に
も
と
づ

W
て、

ωの
研
究
が
充
分
に
確
立
さ
れ
る
と
h
r
h
う
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
筆
者
は
、
勢
力
と
資
本
主
義
経

済
と
の
一
関
連
白
理
論
的
研
究
の
問
題
を
、
企
業
組
織
の
成
員
の
所
得
の
獲
得
に
治
げ
る
経
済
的
勢
力
土
非
経
済
的
勢
力
と
の
関
連
に
焦

点
主
沿
い
て
、
川
仰
の
側
面
よ
り
展
開
し
て
ゆ
く
上
で
の
若
干
の
問
題
提
起
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

ω
司
。
弓
⑦
ロ
百
戸
自
己
ヨ
町
立
己
a
a
m
-
E
H戸
町
三
三
3
a
号
z

r
ミ
E
g
h
v
q
s
c
b
言
。
三
N
F
忌日
p
bヨ
同
品
NZN

ω
町

ぐ

dgJ20プ
叶
r
c
S
号、

hs旬
、
言
。
言
、
h
a
t
s
s
d五
百
w吐
F
H
U
E
-
b
2
h
w
宮
内
尚
吾
、
民
R
W
Y
H
C
N
。

仙
川
冨
目
白
山
口

l
F
Eロ
2
佐川、

P
5
N
G
3
2
2
吾
、
詰
号
を
石
、

HGHω

川
刊
高
田
保
馬
、
「
経
済
左
勢
力
」
昭
和
一
一
年
、
「
勢
力
説
論
集
」
昭
和
一
六
年
、
「
経
済
の
勢
力
理
論
」
昭
和
二
二
年
、

h
s
E
m
R
R
P
R
E
S
苫

hrsc宮
崎

z
t
h
gき
さ
N
S
(叶
百
∞
戸
。
ロ

n
o
h
C
5
5ロ
え
す
}Umwp
巴
=
5
5ロ
。
同
開

2

5ヨ
凶
作
切
山
口
仏
円
。

E
E
2
0
0一
聞
の

C口。
E
E
F
2
2
Z
O

J

E

)

]

呂
町
。

勢
力
の
本
質
と
そ
の
諸
形
態

さ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
ず
勢
力
の
木
質
と
そ
の
諸
形
態
に
関
し
て
、
今
後
の
論
述
に
必
要
社
限
り
に

b
h
v
τ
、
予
め
考
察
を
加
え

τ

治
く
こ
と
に
す
る
。
勢
力

l
lす
な
わ
ち
宮
司

2
ま
た
は
冨

R
E
I
-
-に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
オ
ッ
ベ
γ

ハ
イ
マ

1
、
ウ
ェ

l

J
1
(
岩
君
。
Z
3、
ウ
ィ

l
ザ
川
、
ラ
ッ
セ
ル
(
出
回
日
目
与
、
さ
ら
に
は
最
近
は
パ
1
ソ
ン
ス
(
叶
可
耳
目
ロ
お
な
ど
に
よ
っ
て
、

種
々
の
定
義
が
与
え

b
れ

τ
い
る
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
勢
力
白
木
質
は
、
高
田
保
馬
博
士
に
よ
っ
て
精
宙
友
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、

一
般
に
相
手
か

b
服
従
古
ら
れ
る
個
人
白
-
定
白
能
力
と
し
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な

b
な
い
。
己
の
場
合
、
服
従
せ
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
は
、

一
定
の
個
人
の
自
己
感
情
ま
た
は
自
己
優
越
感
す
友
わ
ち
勢
力
要
求
の
充
足
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
能
力
と
い
う
こ

と
は
、

一
定
の
主
体
の
勢
力
要
求
が
充
足
さ
れ
う
る
可
能
に
ほ
か
た
ら
な
い
。



右
の
よ
う
在
意
味
で
の
勢
力
は
、
そ
白
根
本
的
な
要
素
形
態
が
、

7
 

HHnZ
宮
宮
匡
と
に
区
分
さ
れ
る
。
内
的
勢
力
は
、
個
人
の
有
し
て
い
る
、
自
ら
の
人
格
白
尊
貴
あ
る
い
は
伝
統
的
た
権
威
治
よ
び
威

「
内
的
勢
力
」
当
日
邑

nr冨
m
w
O
Z

と

「
外
的
勢
力
」

山口
ω
ω
O円

光
左
ど
『
対
す
る
相
手
の
一
側
の
自
発
的
服
従
を
成
立
せ

L
め
る
能
力
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
外
的
勢
力
は
、
個
人
が
、

手
段
を
通
じ
て
、
相
手
を
自
分
の
意
志
に
従
わ
せ
う
る
能
力
で
あ
り
、
知
識
に
よ
る
知
力
、
物
理
的
強
制
手
段
に
よ
る
武
力
、
公
的
承

一
定
臼
外
的

認
を
う
け
て
い
る
政
治
的
強
制
手
段
に
上
る
権
力
、
物
質
的
手
段
に
よ
る
経
済
的
勢
力
(
ま
た
は
寄
力
)
が
、
と
く
に
権
力
と
経
済
的

勢
力
が
、
そ
の
具
体
的
た
例
と
し
て
あ
げ

b
れ
る
。

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
己
己
で
い
う
勢
力
は
、
そ
れ
が
内
的
勢
力
と
外
的
勢
力
を
含
め
て
考
え
ら
れ
る
以
上
、
多
〈
白
人
々
に
見
b

れ
る
巳
有
印
】
門
あ
る
い
は
ち
当
日
と
い
う
概
念
日
内
容
よ
b
も
広

w
一
般
的
で
包
括
的
な
意
味
を
有
し
亡
い
る
。

た
と
え
ば
ウ
ェ

I

「
社
会
的
行
為
に
お
円

τ、
そ
れ
に
関
係
し
て
い
る
他
人
の
反
抗
に
対
向
し
て
さ
え
も
、
自
b
の
意
志
を
貫
徹

す
る
一
人
ま
た
は
他
数
人
の
チ
ャ

Y

A
」
と
見
志
し
て
治
h

町、

ハ
ー
は
ロ
角
川
円
宮
を
、

こ
の
ウ
ヱ

1
ハ
ー
の
宮
問
宮
の
定
義
は
一
般
に
広
く
受
入
れ

b
れ
て

い
る
が
、
モ
れ
は
勢
力
の
一
形
態
を
捉
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
ウ
ェ
I
バ
ー
に
ゐ
け
る
冨
R
E
は、

外
的
勢
力
の
な
か

の
権
力
に
大
体
近
い
含
蓄
を
含
ん
で
い
る
に
し
て
も
、
自
b
心
意
志
を
強
制
す
る
こ
と
を
要
せ
ず
し
て
相
手
か

b
の
自
発
的
な
悦
服
を

受
動
的
に
生
ぜ
し
め
う
る
勢
力
で
あ
る
内
的
勢
刀
が
考
察
白
対
象
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
後
程
問
題
に
す
る
経
済
的
勢
力

の
よ
う
な
、
直
接
的
な
強
制
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
間
接
的
・
誘
導
的
に
相
手
を
服
従
さ
せ
る
外
的
勢
力
を
も
、
見
逃
す
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

ま
た
最
近
の
ア
メ
リ
カ
の
理
論
社
会
学
会
で
一
つ
の
指
導
的
地
位
を
占
め

τい
る
ハ
I
ソ
ン
メ
は
、
唱
。
者
。
円
を
、
社
会

ω
階
層
に
沿
け
る
制
度
化
さ
れ
た
価
値
的
一
許
価
に
よ
る
理
念
的
な
上
下
の
等
級
と
、
経
験
的
状
践
に
見
b
れ
る
上
下
白
差
異
と
の
問
の

〉-

組
附
を
も
た
ら
す
現
実
的
な
能
方

ιし
也
、
さ
b
に
は
、
社
会
白
集
団
的
な
諸
目
標
士
達
成
す
る
た
め
の
能
力
と
し
亡
、
定
義
し
て
い

勢
力
と
資
本
主
義
経
詰

第
八
十
六
巻

一
六
五

第

号



勢
力
と
資
本
主
義
経
済

第
八
十
六
巻

一
六
六

第

号

る
が
、
こ
の
パ

l
ソ
γ
ス
の
見
解
に
お
い
て
も
、

3
4
2
は
、
彼
独
自
の
意
味
で
の
制
度
化
さ
れ
た
権
力
全
中
心
に
把
握
さ
れ
て
お
り
、

勢
力
に
づ
い
て
の
包
括
的
な
考
察
が
欠
け
て
い
る
己
と
が
指
摘
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

な
沿
わ
れ
わ
れ
は
、
種
々
の
内
的
勢
力
お
よ
び
外
的
勢
力
の
組
合
せ
か
ら
成
立
し
亡
い
る
一
定
の
個
人
の
具
体
的
な
勢
力
を
考
え
る

た
め
に
は
、
モ

ω内
容
と
形
態
に
関
し
て
、
色
々
の
点
か

b
よ
り
立
入
づ
た
検
討
を
加
え
る
べ
さ
で
あ
り
、
と
く
に
己
己
で
は
、

定

の
組
織
に
沿
げ
る
機
能
的
地
位
に
も
と
ず
い
て
成
立
す
る
諸
個
人
の
具
体
的
勢
刀
の
分
析
が
問
題
と
な
っ
℃
〈
る
が
、
こ
り
点
は
後
程

企
業
組
織
と
個
人
の
勢
力
と
の
関
連
を
と
り
あ
げ
る
除
に
、
ふ
れ
た
い
と
思
う
。

ω
司

O日
U司
自

Z
E
n
p
宮
内
悼
の
芹

2
H
7巳
E
Z
(同
言
号
室
内
み
廷
内
静
号
、
同
言
。

Nq官、

Z
2
5問
。
向
。
百
ロ

AZロ
kp
〈

E
W
P
E
F
H由日〕
ω
ω
ω
ω
?

回
目
。

ω
冨

2
0
r
z
-
ラ
5hPRH刊
さ
邑
町
、
王
宮
言
、
-
冨
山
戸

ω
S
F
ω
g
f
浜
島
朗
訳
「
権
力
と
支
配
」
一
五
五
頁
、
一
一
一
六
頁

ω
司

君

E
耳
、
口
富
市
お
宮
市
N

骨
司
足
君
主
一

E
N
p
m凹
ω
J
寸

ω
出

国

E
百
戸
豆
、
』

u
c
s
z
h
同
E
M
O
U
Q
H

入
品

S
Q
N
3
2一
]
お
∞

HU
旬
、
東
宮
隆
訳
「
権
力
」
一
二
四
三
五
頁

M

W

J
門
司
耳
切

05}kr
同
2
5
0仏
〉

E
q
t
σ
己
〉
町
市
同
一
戸
の
げ
件
。

z
o
叶げ

2
4
0同

ω。
2p-
∞
可
丘

H
D
z
t
oロ
(
Q
Q句
句
、
川
町
亘
書
室
礼
、
2

2

h

H42吾
、

Z
M
o
n
E
N
同
き
な
H
r
a
m
S
P
E
w
z
ι
S
同

国

E
E
M
E牛
∞

出

戸

召

詰

Y
E日
凶

)
3
2
1
2、同町言。噌時引いて
E~見
守
ミ
守

h

M
E
Y
N
E
E
G
N号
室
内
咽
喜
久
同
町
。
さ
き

h
a
a
h
E
s
a
己
左
手
l
l
z
H
m自
己
目
と
の
共
著

1
1
1
5市
町
、
司
声
富
永
健
一
一
部
「
経
済

と
社
会
」

I
、
七
五
一
艮
。

ω
高
田
保
馬
「
勢
力
論
」
改
訂
版
、
一
三
頁
。
な
お
こ
の
著
詰
の
基
木
的
要
旨
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
書
評
(
経
済
論
議
、
第
八
四
巻
第
二
号
所

執
〉
を
事
用
さ
わ
た
い

E

付
高
田
保
馬
、
同
昔
、
第
三
章
。

川
明
冨
君
。
σ
日一

Q
-
S
0

・
m
g
p
印

af
訳
、
一
五
五
五
、
二
一
六
宜
。

川

W

吋
司
再
吉
ロ

P
〉
出

2
5丘
〉
ロ

p
-
1
2
-
〉
回
目
問
。
ゲ
件
。

F
O
H
r
o
o品
。
片
山

0
2回
-
E
H
P
C出
n
E
E
P
℃
ヨ



(lcj 

斗
「
司
耳
切
O
E
宮
内
山
宮
]
回
目
。
】
耳
叶
ヨ
明
百
三
吉
W
Q
S
R
同泊
2
Z守、同
υ

品
目
判
一
訳
、
ー
、
七
五
頁
。

経
済
に
対
す
る
勢
力
の
一
般
的
関
連
性

(1) 

経
済
と
対
物
的
勢
力

と
と
る
で
経
済

ω本
質
的
な
意
味
内
容
を
何
に
求
め
る
か
に
つ
H
て
は
、
種
々
白
見
解
が
あ
り
う
る
が
、
筆
者
は
経
済
一
宮
、
物
財
の

調
達
行
為
の
何
b
か
の
主
体
主
巾
心
と
す
る
相
互
連
関
と
し
て
把
怪
す
る
立
場
に
立
っ
て
以
下
の
輸
を
進
め
る
こ
と
に
す
九
行
物
別
調

達
行
為
と
は
、
人
間
生
活
に
お
け
る
諸
欲
望
ま
た
は
諸
円
的
を
充
足
す
る
た
め
に
必
要
な
物
質
的
精
子
段
金
、
利
用
し
う
る
状
態
に
用

志
し
準
備
す
る
行
為
で
あ
わ

J

、
種
々
白
物
財
調
達
行
為
は
、
単
一
の
主
体
(
個
人
ま
た
は
集
団
)
白
意
古
と
計
画
白
下
に
統
一
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
ま
た
複
数
の
諸
主
体
白
多
杭
多
様
た
意
志
と
剖
商
を
通
じ
て
、
結
果
と
し
て
無
意
識
的
に
相
互
に
密
接
な
連
結
を
一
川
す

場
合
も
あ
る
。

さ
て
布
白
よ
う
な
意
味
で
の
経
済
は
、
そ
れ
が
複
数
人
間
白
持
続
的
な
接
触
交
渉
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
限
り
、
あ
る
い
は
社
会
的

な
制
度
ま
た
は
組
織
の
た
か
で
営
ま
れ
る
限
り
、
現
実
心
事
態
よ
り
見
℃
、
つ
ぎ
に
述
ベ
る
よ
う
に
、
和
々
の
回
で
勢
力
と
密
接
な
関

連
を
有
し

τ
い
る
己
と
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
第
一
に
、
物
財
調
達
行
為
に
お
け
る
諸
個
人
の
王
観
的
動
機
に
お
い
亡
、
勢
力
白
獲
得
(
ま
た
は
所
有
)
お
よ
び
誇
一
以
の
訟
欲

す
な
わ
ら
限

U
な
hv
刻
人
的
優
越
怠
欲
と
し
亡
の
「
力
の
欲
望
」
が
、
積
極
的
な
干
渉
主
与
え
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
う
る
で
あ
ろ

う
。
己
心
己
と
を
資
本
主
義
経
済
に
つ
い
て
見
る
時
、
企
業
者
の
無
限
の
利
潤
追
求
行
為
あ
る
い
は
一
定
の
賃
銀
額
そ
れ
自
体
を
要
求

勢
力
と
資
本
主
義
経
済

第
八
十
六
巻

六
七

第
三
号



勢
力
色
資
本
主
義
経
街

第
八
十
六
巻

プミ

J'、

第

弓

四

し

τ止
ま
な
い
労
働
者
の
態
度
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
々
の
物
質
的
利
益
の
利
己
的
な
調
達
に
刻
し
て
勢
力
白
獲
得
ま
た
は
所
有
の

欲
望
が
干
渉
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
認
め

b
れ
る
し
、
ま
た
白
b
の
所
有
し
て
い
る
一
定
白
勢
力
主
他
人
に
訪
一
部
寸
る
怠
欲
に
支
配
さ

れ
℃
い
る
消
資
財
の
調
達
が
、
す
な
わ
ち
ヴ

L

フ
レ

γ
(
臣
〈
。
E
2
)
の
い
う
「
誇
一
目
的
消
費
」

g日
空
自
。

E
n
E
E目
立
E
ロ

顕
著
に
出
現
し
て
い
る
己
と
を
否
定
し
え
な
い
。

カJ

こ
白
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
は
、
勢
力
の
獲
得
お
よ
び
誇
一
部
心
意
欲
が
、
諸
個
人
の
物
財
調
達
釘
為
の
主
観
的
動
機
を
制
約
し
左
右
し
て

い
る
己
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
勢
力
白
経
済
に
対
す
る
積
極
的
凶
連
性
を
検
討
し
て
ゆ
く
上
で
よ
り
根
本
附
な
問
題
士
有
し
て

い
る
の
は
、

一
定
の
物
財
の
調
達
を
可
能
に
し
て
い
る
存
観
的
要
悶
と
し
て
む
勢
力
の
作
用
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
一
定
の
社

会
的
な
附
係

ω
な
か
で

ω物
財
白
調
達
行
為
を
考
え
る
時
、
じ
の
物
刷
白
調
達
そ
れ
白
体
が
、
特
定
の
主
体
の
有
し
て
い
る
何
ら
か
の

一
定
の
物
財
に
対
す
る
所
有
権
ま
た
は
処
分
権
を
前
提
と
し
て
い
る
己
乙
が
反
省
さ
れ
る
の

勢
力
と
小
可
分
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
、

〉5
 

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
さ
ら
に
論
究
す
れ
ば
、
あ
b
ゆ
る
形
態
の
勢
力
は
、
一
ツ
ね
に
そ
の
一
側
面
に
お
い
て
、

「
刈
物
的
勢
力
」
を
包

合
し
て
い
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
、
b
な
い
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
複
数
人
間
の
交
捗
に
お
い
て
成
立
す
る
、

一
定

ω
物
財
を
白
己
自
治
志
の
下
に
獲
得
し
あ
る
い
は
処
分
す
る
能
力
、
換
ζ

一ロ

す
れ
ば
、
社
会
的
な
闘
係
に
冶
け
る
ご
疋
の
物
財
に
刻
す
る
排
他
独
占
的
な
文
配
力
主
「
刻
物
的
勢
力
」
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
乙
の
対
物

的
勢
力
は
、
内
的
勢
力
お
よ
び
外
的
勢
刀
を
含
め
た
す
べ
て
の
勢
力
に
随
伴
し

τ出
況
す
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
え
な

w
。
乙
の
乙
と

に
つ
い

τは
、
た
と
え
ば
一
円
問
責
な
内
的
勢
刀
白
所
有
者
に
対
し
て
武
納
ま
た
は
贈
与
に
よ
っ
℃
物
財
が
援
与
さ
れ
る
場
合
、
権
力
者
が

6
 

強
制
的
手
段
に
工
っ

τ物
財
を
獲
仰
け
す
る
場
合
、
吉
ら
に
は
一
定
む
個
人
が
物
財
を
与
え
る
己
と
に
よ
っ
て
、
モ
れ
と
白
交
換
を
通
じ

亡
相
手
か
ら
他
の
物
財
を
手
に
入
れ
る
場
合
な
ど
が
、
例
と
し
て
あ
げ
b
れ
る
で
あ
ろ
う
。



か
く
て
わ
れ
わ
れ
は
、
あ

b
ゆ
る
勢
力
が
一
面
に
お
い
て
対
物
的
勢
刀
と
た
っ

τ現
わ
れ
う
る
乙
と
を
認
め
ざ
る
を
え
た
い
が
、
進

ん
で
己
の
対
物
的
勢
力
と
い
う
観
点
か

b
、
経
済
的
勢
力
の
特
色
お
よ
び
経
済
的
勢
力
と
非
経
済
的
勢
刈
と
の
結
び
つ
き
を
吟
味
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
勢
力
と
資
本
主
我
経
済
と
の
関
連
性
を
検
討
す
る
た
め
の
基
礎
的
考
察
を
行
っ

τお
く
こ
と
に
す
る
。

川w

北
野
熊
吾
川
力
「
杭
済
社
会
心
荒
木
問
題
」
二
心
耳
。

同
拙
稿
「
経
済
体
制
論
の
一
課
刷
」
凶
民
経
済
雑
誌
、
第
八
五
巻
第
四
サ
、
二
八
三

C
E。

川
例
制
杭
「
利
益
社
会
と
勢
力
関
係
」
京
都
大
学
文
学
部
社
会
学
研
究
会
発
行
、
ツ
シ
オ
ロ
ジ
、
第
五
巻
第
一
一
号
、
二
四
三
五
頁
。

三
品
位
と
非
合
理
性
|
|
社
会
学
的
立
場
J

り
の
一
試
論
|
|
」
岡
民
経
済
雑
誌
、
第
百
巻
第
五
巻
、
八
四
八
五
rH
。

川
刊
己
γ
〈
吾
]
の
口
一
叶
T
M
3官
。
弓

A
H
H
S
E
E
Q
E
F
E
H
Nヨ

hymwMVH〈
高
田
保
馬
「
消
費
函
数
の
研
冗
」
大
阪
大
学
経
済
学
部
社
全
経
世
相
研
究

室
、
訓
究
叢
汗
第
五
冊
、
一
心
|
二
七
瓦
。

均
一
両
日
保
馬
「
勢
力
論
」
改
訂
版
、
一
二
五
七
頁
。

似
た
と
え
ば
オ
ヴ
ベ
ン
ρ

イ
マ
ー
は
、
欲
望
充
足
の
物
的
手
段
の
獲
得
に
お
い
て
、
「
労
働
と
交
換
」
〉
p
o芹

E
丘
吋
mwEnv
に
よ
る
「
経
済
的

手
段
」

αぎ
HHO
ヨ
z
n
γ
2

日

5
2巴
以
外
に
、
無
償
で
他
人
心
労
働
町
生
産
物
お
よ
び
労
働
ぞ
の
も
の
を
白
己
の
支
配
下
に
お
く
「
強
奪
」
同
hwcσ

に
よ
る
「
政
治
的
手
段
」
司
O
E
H
R
U
E
冨
H
H
Z
-
D
存
し

τ
い
る
こ
と
を
主
張
し
亡
い
る
。
(
口
2
M
R
2
F
H
U旬
、
広
島
定
古
訳
「
国
家
諭
」
三

O

二
三

E
、
の
書
室
内
3
2
号
喝
事
E
Z
E
E
F
G
s
o
b
s
-。き
N
V
-
H
H
E
-
-
S
M
F
ω
ω
H印
l
l
H
H
b
E
同
SMRZF
印

印

誌

i
曲
目
〉

「
経
済
に
お
け

刻
物
的
勢
力
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
、
経
済
的
勢
力
と
非
経
済
的
勢
力

さ
て
対
物
的
勢
力
と
い
う
観
点
か

b
、
経
折
的
勢
力

ωあ
り
方
主
、
経
済
的
勢
力
以
外
の
勢
力
す
な
わ
ち
非
経
済
的
勢
力
と
の
閑
速

に
お
い
て
考
祭
し
て
ゆ
く
に
者
ヮ
て
、
ま
ず
経
済
的
勢
力
の
本
質
主
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

(2) 

「
経
済
的
勢
力
」

o
S
E
E
R
宮
巧
2
・ヨュ
ω
n
g
E
R
Z
Z
H
Z
と
い
う
こ
と
心
意
味
に
ワ
い
て
は
、
多
種
多
様
な
解
釈
が
与

勢
刀
と
資
本
主
義
経
諦

第
λ
十
六
巻

一
六
九

第

キテ

五



勢
力
と
資
本
主
義
経
済

第
八
十
六
巻

七
O 

第

号

/、

え
ら
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
こ
れ
を
、
相
手
の
必
要
と
す
る
物
財
を
支
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
手
を
自
ら

ω
意
志
氏
従
わ
せ
る
能
力

(
ま
た
は
可
能
)
と
定
義
す
る
。
あ
る
い
は
、
相
手
の
必
要
と
す
る
物
財
を
支
配
す
る
と
い
ち
こ
と
が
、
現
実
的
に
は
そ

ω物
財
を
相
手

に
提
供
す
る
か
否
か
を
意
味
し
て
い
る
と
と
を
思
え
ば
、
経
済
的
勢
力
堂
、
物
財
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
ノ

τ相
手
を
服
従
さ
せ
る
能

力
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
己
の
場
合
、
た
と
え
ば
富
索
が
し
ば
し
ば
人
ん
べ
か
ら
の
自
発
的
志
尊
敬
白
対
象
と
た
る
よ
う
に
、

経
済
的
勢
力
の
具
体
的
所
有
者
に
は
一
析
の
内
的
勢
力
が
随
伴
す
る
己
と
を
百
定
し
え
な
い
。
し
か
し
友
が
ら
経
済
的
勢
力
山
本
質
は
、

あ
〈
ま
で
も
一
定
白
物
財
と
い
う
外
的
手
段
に
よ
っ
て
相
手
の
服
従
を
能
動
的
に
獲
得
す
る
点
に
存
し
て
治
り
、
従
っ
て
経
済
的
勢
力

は
、
モ
れ
を
純
粋
在
る
形
態
に
沿
い
て
捉
え
る
限
り
、
外
的
勢
力
の
一
形
態
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
経
済
的
勢
力
は
、
物
財
の

提
供
に
対
す
る
代
償
と
し
て
、
目
的
手
段
的
な
選
択
に
基
い
た
相
手
の
服
従
を
成
立
せ
し
め
る
も

ω
で
あ
る
以
上
、
間
楼
的
、
誘
導
的

な
外
的
勢
力
で
あ
り
、
武
力
、
権
力
の
よ
う
な
、
相
手
白
服
従
者
の
側
の
目
的
手
段
的
危
選
択
の
余
地
を
殆
ん
ど
残
さ
均
絶
対
的
命
令

を
生
ぜ
し
め
う
る
、
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
相
手
の
身
体
、
生
命
を
も
支
配
す
る
、
直
接
的
、
強
制
的
な
外
的
勢
力
か

b
も
、
本
質
的

に
区
別
さ
れ
ね
ば
な

b
な
い
u

以
上
の
よ
う
な
論
述
か
ら
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
「
経
済
的
勢
力
」
と
「
対
物
的
勢
力
」
と
を
峻
別
せ
ね
ば
た

b
な
N
。
前
に
述
べ
た

主
う
に
、
対
物
的
勢
力
は
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
諸
勢
力
に
付
随
し
モ
れ
ら
よ
り
派
生
し
て
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
経
済
的
勢
力
に
関
し
℃

も
、
そ
れ
が
対
物
的
勢
力
と
し
て
出
現
す
る
こ
と
を
認
め
う
る
に
し
て
も
、
前
者
の
内
容
の
す
べ
て
が
後
者
と
合
致
し

τ
w
bと
は
い

い
え
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
定
の
物
貯
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
相
手
か
ら
の
服
従
は
、
相
手
に
恩
義
、
歓
心
な
ど
を

臨
ぜ
さ
せ
る
と
と
に
よ
っ
て
、
相
手
の
志
士
山
を
左
右
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
粗
手
か
ら
一
定
の
職
業
的
地
位
さ
ら
に
は
政
治
権
力
を
与

え
ら
れ
る
場
合
た
ど
、
種
々
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
な
か
の
一
つ
の
形
態
と
し
て
、
相
手
か

b
一
定
臼
物
財
を
提
供



せ
し
め
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
来
の
多
く
の
見
解
に
沿
い

τは
、
経
済
的
勢
力
に
つ
い
て
、
そ
の
概
念
内
容
が
明
確
で

な
〈
、
と
く
に
経
済
的
勢
力
と
対
物
的
勢
力
と
の
区
別
が
愛
昧
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ラ
ヴ
セ
ル
は
、

「
労
働
に
つ
い

τ
の
経
済
的
勢
力

以
外
の
あ
ら
ゆ
る
経
済
的
勢
力
は
、
究
極
ま
で
分
析
す
れ
ば
、
誰
が
一
定
の
土
地
に
対
す
る
権
利
主
主
張
し
ま
た
モ
の
土
地
に
事
物
を

持
ち
込
み
さ

b
K
は
モ
白
土
地
か
ら
事
物
を
と
り
出
す
こ
と
を
許
さ
れ
る
か
主
、
必
要
と
あ
れ
ば
武
力
に
訴
え
て
で
も
決
定
し
う
る
こ

と
に
存
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
崎
、
彼
の
い
う

O
B
E
E円
]
己
調
。
ぺ
は
、

む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
の
い
う
対
物
的
勢
力
し
か
も
強
制

権
力
に
よ
る
対
物
的
勢
力
に
近
い
も
の
と
見
ら
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
具
体
的
た
特
定
の
個
人
D
有
し
て
W
る
勢
力
は
、
内
的
勢
刀
b
よ
び
外
的
勢
力
よ
り
な
る
種
々
の
諸
勢
力
む
総
合
と
し
て

6
 

成
立
し
亡
い
る
。
従
っ

E
侍
定
D
個
人
心
対
物
的
勢
力
主
考
え
る
に
当
ヲ
て
も
、
彼
の
有
し
て
い
る
経
済
的
勢
力
と
非
経
済
的
勢
力
と

が
ど
の
よ
う
に
相
互
に
結
び
つ
き
合
っ
て
具
体
的
な
形
態
の
対
物
的
勢
力
主
形
成
し
て
い
る
か
を
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
が
、

こ
の
具
体
的
な
個
人
の
対
物
的
勢
力
の
形
成
に
治
け
る
経
済
的
勢
力
と
井
経
済
的
勢
力

ιの
関
連
に
つ
い
て
は
、
概
括
的
に
見
て
、
つ

ぎ
白
ょ
う
社
諸
点
が
考
慮
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
対
物
的
勢
力
と
し
て
の
経
済
的
勢
力
に
対
す
る
非
経
済
的
勢
力
の
先
行
前
前
提
性
で
あ
り
、

〕何
個
人
A
が
財

a
D
提
供
に
よ
る
経
済
的
勢
々
に
よ
っ
て
相
手
か
ら

a
以
外
印
刷
b
を
獲
得
す
る
対
物
的
勢
力
主
有
し
て
い
る
場
合
、

〉川
己
の

A
の
経
済
的
勢
力
は
財

a
に
対
す
る
排
他
独
占
的
な
所
有
佐
ま
た
は
処
分
権
す
な
わ
ち
肘

a
に
つ
い
亡
の
対
物
的
勢
力
を
前
提

〉

に
し
て
生
じ
て
治
り
、
ー
し
か
も
こ
の
場
合
山
財

a
に
ワ
い
て
の
対
物
的
柚
河
川
は
、
結
局
は
何
b
か
の
非
経
済
的
勢
力
に
基
ρ
て
い
る

こ
と
が
認
め

b
れ
る
の
で
あ
る
。

勢
力
と
資
本
主
義
経
済

第
人
十
六
巻

七

第

サ

七



勢
力
と
資
本
主
義
経
済

第
八
寸
六
巻

じ

第
三
号

ノ司、

(
対
物
的
勢
力
)

)
|
↓
財
b
の
獲
得

t↑
|
財

a
の
提
供
〈
・
一
-
財

a
に
対
す
る
対
物
的
勢
力
〈
:
:
;
非
経
済
的
勢
力

(
経
済
的
勢
力
)

〕

〉

J

I

E

E

 

(

〔

(

こ
の
場
合
白
亜

ω
非
経
済
的
勢
力
の
原
因
を
た
す
も
白
と
し
て
は
、
出
生
、
学
歴
、
法
的
権
力
、
職
業
上
白
地
位
た
ど
種
々
の
も
の

〔

〕

〕

が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
吐
よ
、
右
の

ωに
沿
い
て
は
、
皿
白
非
経
済
的
勢
か
は
、
ー
の
経
済
的
勢
力
白
成
立
に
刻
す
る
基
礎
的

〔

(

〕

〕

前
提
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て

E
の
非
経
済
的
勢
刈
は
、
ー
白
財
b
を
獲
得
す
る
対
物
的
勢
力
と
し
て
は
、
少
な
く
と
も
直

〔

(

接
的
た
作
用
を
営
ん
で
は
い
な
い
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

制
ワ
ぎ
に
指
摘
さ
れ
う
る
む
位
、
対
物
的
勢
方
に
お
け
る
経
済
的
勢
力
と
非
経
済
的
勢
力
と
む
同
時
的
な
相
互
関
連
性
で
あ
白
、

同
じ
く
伺
人
A
白
有
し
τ
い
る
、
栢
手
か
ら
財
b
を
獲
得
す
る
対
物
的
勢
力
に
つ
い
て
見
る
時
、
こ
白
対
物
的
勢
力
が
、

U
彼
が
尉

a

(
 

を
提
供
す
る
己
と
に
よ
ワ
て
生
ず
る
経
済
的
勢
力
と
、

U
そ
れ
以
外
白
勢
力
で
あ
る
非
経
済
的
勢
力
と
白
同
時
的
な
相
互
白
結
び
つ
き

(
 

に
よ
っ
て
、

1

1
場
合
に
よ
っ
て
は
両
者
の
未
分
化
的
な
混
合
に
よ
っ
τ
|
|
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ね
ば
た
ら
左
い
。

川

ー

l
v
財
b
D
獲
得
(
対
物
的
勢
力
)

-

〉
T
l
財
a
D
提
供
(
経
済
的
勢
力
)
I(
 

〉

「
非
経
済
的
勢
力

E

右
の
川
の
事
象
と
仰
の
事
象
と
は
、
現
実
の
事
態
に
お

5t』
は
密
接
で
不
可
分
的
存
結
び
フ
き
を
一
目
し
て
お
り
、
ま
た

ω白
川
白
非

経
済
的
勢
力
と
加
の

U
D非
経
済
的
勢
力
と
は
事
実
上
同
一
内
特
の
も
の
で
あ
る
場
合
も
認
め

b
れ
る
が
、
理
論
的
分
析
の
対
象
と
し

(

(

 

て
は
、
仰
と
山
と
は
区
別
し
て
捉
え

b
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
一
る
。



わ
れ
わ
れ
は
以
下
、
右
目
の
の
事
象
と

ωの
事
象
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
資
本
主
義
経
済
に
治
け
る
諸
何
人
心
対
物
的
勢
力
の
形
成

に
関
す
る
経
済
的
勢
力
と
非
経
済
的
勢
力
と
の
関
連
を
、
試
論
的
に
考
祭
し
て
見
る
こ
と
に
す
る
。

ω
高
田
保
馬
「
勢
力
論
」
改
訂
版
、
四
九
頁
、
五
心
頁
、
拙
稿
「
高
度
資
本
主
義
体
制
と
陪
扱
措
置
!
|
経
済
的
勢
力
白
分
析
を
中
心
と
し
て

l
l」

同
民
経
済
雑
誌
、
常
一

O
一
巻
第
一
号
、
一
一
五
頁

D

ω
高
田
保
時
、
右
掲
書
、
五
二
頁
、
八
五
耳
、
八
七
頁
。

同
ム
両
国
保
馬
、
同
批
判
、
四
人

l
四
九
民
、
川
稿
「
経
済
的
勢
力
と
社
会
構
造
」
神
戸
大
学
経
済
学
研
究
年
報
2
、
一
七
回
一
七
五
山
弓

ω
右
拙
稿
、
一
七
三
一
七
四
買
、
「
高
庶
資
木
主
義
体
制
と
階
級
構
造
」
二
六

E
。

同
国
ロ
ロ
ω
在
日
一
安
丸
、
同
v

ド
旧
日
』
訳
、
二
一
六
頁
。

制
高
岡
保
局
、
前
掲
帯
、
六

C
頁。

四

資
本
主
義
経
済
に
お
け
る
対
物
的
勢
カ
の
分
析

企
業
者
お
よ
び
人
的
用
役
提
供
者
白
対
物
的
勢
力
白
分
析

さ
て
資
本
主
義
経
済
は
、
企
業
の
営
利
資
本
の
一
循
環
島
工
び
回
転
K
よ
る
利
判
の
累
積
的
追
求
を
根
本
的
原
理
と
し
て
実
現
し
て
い

)
 

1
 

(
 

る
社
会
経
済
と
見

b
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

か
く
し
て
資
本
主
義
経
済
と
勢
力
と
の
関
連
を
考
察
す
る
に
当
っ
て
は
、
そ
の
一
中
心
的
問
題
は
、
当
然
企
業
の
営
利
的
生
産
に
関
係

し
て
W

る
諮
個
人
の
勢
力
と
彼

b
の
物
財
調
達
行
為
と
の
関
連
性
民
向
げ
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
右
の
諸
伺

人
の
物
財
調
達
行
為
に
お
け
る
主
観
的
動
機
に
お
い
て
、
勢
力
意
欲
ま
た
は
力
の
欲
望
が
干
渉
し
て
い
る
こ
と
が
顧
み

b
わ
る
が
、
己

こ
で
は
と
の
問
題
を
割
愛
し
、
右
目
諸
個
人
の
一
定
の
一
物
財
白
調
達
を
客
観
的
に
実
現
さ
せ
る
能
力
と
し
て
の
対
物
的
勢
力
を
論
究
し

勢
力
と
資
本
主
義
経
済

第
八
十
六
巻

七

第
三
号

九



勢
力
と
資
本
主
義
経
済

第
八
十
六
巻

一じ
四

第

号

O 

て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
こ
の
場
合
の
企
業
心
営
利
的
生
産
に
関
係
し
て
拘
る
諸
個
人
の
対
物
的
勢
力
は
種
々
の
点
か
ら
考
察
さ

れ
う
る
が
、
こ
こ
で
は
問
題
の
重
要
性
よ
り
見
て
、
彼
ら
が
営
利
的
生
産
に
対
す
る
何
ら
か
の
協
働
を
通
じ
て
、

に
利
潤
と
賃
銀
を
獲
得
す
る
際
に
治
け
る
対
物
的
勢
力
を
検
討
す
る
乙
と
に
す
る
。

一
定
の
所
得
、
と
〈

い
ま
資
本
主
義
経
済
の
核
心
を
み
な
し
て
い
る
企
業
の
営
利
的
生
産
に
関
係
し
て
い
る
諸
個
人
を
企
業
成
員
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
友
b

ば
、
そ
れ
は
各
人
の
機
能
の
点
よ
り
、

ω営
利
的
生
産
に
対
す
る
資
本
ま
た
は
生
産
手
段
の
提
供
者
す
な
わ
ち
資
本
家
ま
た
は
所
有
者
、

〕

山
山
営
利
酌
生
産
自
実
質
的
担
当
者
す
な
わ
ち
決
意
執
行
者
と
し
て
の
企
業
者
、
山
一
定
の
賃
銀
を
受
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
企
業
白
営
利

〔

的
生
産
に
対
し
て
従
属
し
て
い
る
、
何
ら
か
の
人
的
用
役
(
広
義
の
労
働
問
役
〕
の
品
供
者
と
に
大
別
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
右
白
川
刊
の

資
本
家
と
∞
の
企
業
者
と
は
、
広
義
白
利
潤
す
な
わ
ち
「
資
本
利
料

L
E
Z色
町
吉
田
刊
を
受
取
る
点
で
は
、
す
な
わ
ち
側
の
賃
銀
取

得
者
か
ら
区
別
さ
れ
る
利
潤
取
得
者
と
い
う
意
味
で
は
、
と
も
に
共
通
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
の
で
あ
る
。

資
本
主
義
経
済
白
中
心
的
主
体
を
た
す
右
白
利
潤
取
得
者
に
関
し
て
、

ωの
資
本
家
に
重
点
を
ゐ
く
見
解
と
し
て
は
、

説
を
初
め
種
々
の
も
白
が
あ
げ
b
れ
、
ま
た
仙
の
企
業
者
と
く
に
生
産
に
つ
い
て
の
平
新
的
行
為
を
モ
の
本
質
的
機
能
と
す
る
企
業
者

に
佐
目
す
る
立
場
と
し
て
は
、
モ
の
代
表
と
し
て
シ
『
一
ン
ベ

l
タ

l

Q

『
E
E
-
u
E
R〉
の
理
論
が
顧
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ

マ
ル
ク
兄
晶
子

れ
は
資
本
主
義
経
済
の
主
体
者
ま
た
は
率
先
的
遂
行
者
と
し
て
、
革
新
的
創
造
者
と
し
て
の
企
業
者
以
外
に
慣
行
的
管
理
者
と
し
て
の

企
業
者
を
も
含
め
て
、
広
い
意
味
で
む
∞
の
企
業
者
を
考
え
、
し
か
も
こ
の
幻
の
企
業
者
の
対
物
的
勢
力
は
、
川
w
白
資
本
家
の
勢
力
に

〔

ょ
っ
亡
、
静
態
的
に
は
制
約
さ
れ
て
い
る
己
と
を
一
認
め
ざ
る
を
え
な
い
が
、
し
ば
し
ば
主
張
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
資
本
主
義
士
初
期

の
段
階
に
さ
か
の
ぼ
る
ほ
ど
、

ωの
資
本
家
と
川
仰
の
企
業
者
と
は
未
分
化
白
状
態
に
あ
り
、
企
業
組
織
の
規
模
の
肱
大
と
く
に
株
式
会

社
の
発
達
を
中
心
と
し
て
進
行
し
て
ゆ
く
資
本
主
義
の
発
展
に
伴
い
、
両
者
の
分
化
が
実
現
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
q



、h
p
J

つ
ぎ
に
仰
の
賃
銀
取
得
者
と
し
て
む
人
的
用
役
提
供
者
ま
た
は
広
義
の
労
働
者
に
は
、
-
単
な
る
「
肉
体
労
働
者
」
目

EE-HEro-

(
 

〕

E
q
の
み
な
ら
ず
、
叩
門
真
務
的
、
技
術
的
な
仕
事
に
つ
い
て
む
専
門
的
職
能
に
よ
っ
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
「
頭
脳
労
働
者
」
『

E
B

E
E
E
O
H
あ
る
い
は
「
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
I
」
当
日
出
冒

E
E
H
も
含
め

b
れ
る
白
で
あ
り
、
こ
れ
ま
た
企
業
組
織
の
規
模
の
拡
大
に
よ

っ
て
、
ぽ
の
頭
脳
労
働
者
。
占
め
る
割
合
が
、
し
だ
い
に
増
大
し
て
く
る
こ
と
を
否
定
し
え
な
い
り
で
あ
討
。
友
治
一
般
に
用

h
b
れ

〉

て
hv
る
労
働
者
と
い
う
言
葉
は
、
ニ
ュ
ア

γ
月
と
し
て
右
白

I
白
肉
体
労
働
者
を
指
す
場
合
が
多
い
の
で
、
筆
者
は
現
代
資
本
主
義
主

特
色
づ
け
る

E
D
頭
脳
労
働
者
ま
た
は
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
を
も
含
ま
せ
る
意
味
で
、
人
的
用
役
提
供
者
と
い
う
概
念
を
用
い
る
こ
と

J

〔

§
 

に
す
る
。

利子〈および株式配当)貰

本

日↑

1
司

利
潤lv凶

刷
企

勢
力
と
資
本
主
義
経
済

家

と
己
ろ
で
企
業
成
員
と
し
亡
の
諸
個
人
心
対
物
的
勢
力
を
、
右
に
述
べ
た
企
業
者
と
人
的
用
役
提
供

本

者
と
白
対
物
的
勢
力
に
つ
い

τ考
え
る
時
、

ω企
業
者
の
対
物
的
勢
力
は
、
同
利
潤
に
対
す
る
勢
力
、

例
生
産
財
応
対
す
る
勢
力
、
治
よ
び
紛
前
述
し
た
よ
う
左
企
業
者
と
資
本
家
と
の
分
化
を
認
め
る
限
h
J
、

資

刺
子
さ

b
に
は
株
式
配
当
の
支
給
に
よ
っ
て
、
資
本
家
か

b
資
本
用
役
を
提
供
さ
せ
る
勢
力
か
ら
た
っ

て
治
り
、
倒
人
的
用
役
提
供
者
四
対
物
的
勢
力
は
、
賃
銀
に
対
す
る
勢
刀
で
あ
る
と
い
い
ち
る
で
あ
ろ

う
。
判
例
の
生
産
財
と
し
て
は
、
土
地
用
役
と
人
的
用
役
ハ
ま
た
は
広
義
の
労
働
)
と
資
木
財
が
あ
げ

ら
れ
る
が
、
企
業
者
と
人
的
用
役
提
供
者
の
対
物
的
勢
力
を
考
察
す
る
当
面
の
課
題
か
ら
見
て
、
生
産

財
を
人
的
用
役
に
限
定
し
て
、
以
下
白
論
述
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
右
に
述
ベ
た
企
業
成
員
と

し
て
心
企
業
者
治
よ
び
人
的
用
役
提
供
者
の
対
物
的
勢
力
は
、
上
の
よ
う
に
表
一
目
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

古
て
企
業
成
員
の
対
物
的
勢
力
士
問
題
に
す
る
に
当
り
て
は
、
ま
ず
第
一
に
、
資
本
主
義
経
済
の
率

第
八
十
六
巻

七
五

第
一
ニ
号



勢
力
と
資
本
主
義
経
済

第
八
十
六
巻

七
プミ

第
三
号

先
的
主
体
者
で
あ
る
企
業
者
の
対
物
的
勢
力
士
、
資
本
家
の
対
物
的
勢
力
去
の
関
連
に
h
s
h
て
、
検
討
せ
ね
ば
な

b
な
い
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
は
つ
ぎ
の
こ
と
が
顧
み
ら
れ
ね
ば
を
ら
な
い
。

〕

ω
資
木
の
所
有
者
と
し
て
白
資
本
家
が
企
業
者
の
機
能
を
営
む
限
り
、
こ
の
場
合
の
企
業
者
の
具
体
的
左
対
物
的
勢
力
は
、

I
利

(
 

〕

潤
に
対
す
る
勢
力
、
お
よ
び

E
生
産
財
と
し
て
の
人
的
用
役
に
対
す
る
勢
力
の
両
国
に
お
い
て
、
資
本
の
提
供
に
工
品
経
済
的
勢
力
を

〔

前
提
と
し
て
わ
り
、
し
か
も
こ
の
一
よ
う
な
経
済
的
勢
力
士
、
種
々
の
一
非
経
済
的
勢
力
正
の
同
時
的
た
相
互
関
連
に
治
い
て
、
必
然
的
に

包
含
し
た
勢
力
と
し
て
形
成
さ
れ
る
。

仰
し
か
る
に
企
業
組
織
臼
規
模
白
拡
大
に
工
る
企
業
者
と
資
本
家
の
分
化
が
進
行
し
、
資
本
を
自
ら
は
所
有
し
た
い
個
人
が
企
業

者
の
機
能
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
自
ら
の
一
資
本
白
提
供
に
も
と
づ
〈
経
済
的
勢
力
を
不
可
欠
的
要
素
と
し
て
生
ず
る
資
本
家
の

対
物
的
勢
力
は
、
少
た
く
と
も
直
接
的
に
は
、
企
業
者
か
ら
利
子
さ
ら
に
は
株
式
配
当
を
獲
得
す
る
勢
力
と
在
っ
て
現
わ
れ
る
の
で
あ

り
、
己
の
こ
と
は
、
右
に
述
べ
た

ωー
の
利
潤
に
対
す
る
勢
力
が
部
分
的
忙
成
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
川
W
E
白
人
的
用
役
に
対
す

〔

〔

る
勢
力
が
資
本
を
白
ら
は
所
有
し
た
い
企
業
者
に
移
行
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
が
、
さ
て
こ
の
場
令
の
企

業
者
の
対
物
的
勢
力
に
関
し
て
は
、
以
下
の
諸
点
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。

〕ー
ま
ず
己
の
場
合
の
企
業
者
の
利
潤
に
刻
す
る
勢
力
は
、
企
業
成
員
の
内
部
で
生
ず
る
生
産
物
価
格
の
分
配
に
関
す
る
限
担
、

(
 

定
の
肘
の
提
供
に
よ
る
経
済
的
勢
力
を
含
ん
で
い
る
と
は
い
い
え
な
い
。
す
な
わ
ち
問
題
と
す
る
企
業
者
の
利
潤
は
、
い
円
ま
株
式
配
当

を
考
慮
の
外
に
お
く
な

b
ば
、
生
産
物
価
格
と
生
産
財
価
格
と
の
聞
の
差
額
で
あ
る
資
木
利
潤
工
り
利
子
を
善
引
い
た
残
額
と
し
て
、

す
た
わ
ち
「
残
余
所
得
」

B
E
P巳
F
S目
。
と
し
て
発
牛
ず
る
の
で
あ
り
、
何

b
か
の
財
に
対
す
る
代
価
と
し
て
成
立
す
る
も
の
で

は
な
い
。
従
っ

τ資
本
家
か

b
分
化
し
た
A
I
1
r
者
D
利
潤
に
対
す
る
勢
力
は
、
企
業
の
営
利
的
生
産
の
実
質
的
運
明
い
と
い
う
企
業
者
の



一
定
心
機
能
的
地
位
に
も
し
仁
づ
〈
非
経
済
的
勢
力
主
本
質
的
要
素
と
し
て
、
形
成
さ
れ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

右
の
事
柄
に
関
し
て
、

A
K

業
者
白
何
む
何
利
的
生
産
の
実
質
的
運
常
と
い
う
機
能
そ
れ
山
口
身
が
、

一
杭

ω
物
化
さ
れ
た
人
的
用
役
と

且
な
々
の
れ
は
し
た
い
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が

b
企
業
者
の
機
能
を
物
化
さ
れ
た
六
的
用
役
と
見

る
時
に
は
、
利
潤
取
得
者
で
あ
り
雇
用
者
で
あ
る
企
業
者
心
機
能
と
賃
銀
取
得
者
で
あ
り
被
一
儒
用
者
で
あ
る
人
的
用
役
提
供
者
白
機
能

と
の
本
質
的
区
測
が
困
難
と
な
り
、
ま
た
、
か
り
に
企
業
白
実
質
的
運
営
と
い
う
機
能
の
一
部
が
、
容
体
化
さ
れ
た
人
的
用
役
と
し
て

取
抜
わ
れ
う
る
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
友
人
的
用
役
を
併
利
的
生
産
の
日
的
の
た
め
に
使
用
し
、
そ
れ
を
組
織
的
に
配
置
す
る
機
能
が

依
然
と
し

τ残
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

U
U

つ
ぎ
に
、
問
題
と
す
る
企
業
者
の
、
性
産
財
と
し
て
の
人
的
用
役

K
対
す
る
勢
力
は
、

る
ぷ
上
、

そ
れ
が
賃
銀
白
提
供
に
よ
っ
て
成
立
す

一
一
刊
の
経
済
的
勢
力
主
含
む
対
物
的
勢
刀
と
し

τ形
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
よ
ノ
る
が
、
こ
の
場
合
臼
企
業
者
の
経
済
的
勢
力

は
、
白
ら
は
所
有
せ
ず
し
て
資
本
家
よ
り
そ
の
「
処
分
権
能
」
巴
m
H
E宣
言
ω宮
呂
四
回
国
主
譲
渡
さ
れ
た
資
本
の
一
部
を
提
供
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
も
刷
、
或
い
は
最
近
バ

l
リ
(
〉
〉
回
。
巳
σ
)
ω
主
張
し
て
い
る
「
所
有
な
さ
勢
力
」
宮
司
O

門
司
耳
目
5
己
宵
。

8
 

唱
。
丘
可
の
一
形
態
を
た
す
も
心
と
見
ら
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
己
的
一
意
味
に
お
い
て
、

こ
こ
で
い
う
企
業
者
の
人
的
刷
役
に
対
す
る
経
済

的
勢
力
は
、
企
業
組
織
に
お
け
る
彼
の
機
能
的
地
位
よ
り
派
生
し
て
生
ず
る
も

ω
で
あ
り
、
従
っ
て
彼
が
具
体
的
に
有
し
て
い
る
人
的

用
役
に
対
す
る
勢
刀
は
、
今
述
べ
た
経
済
的
勢
力
以
外
に
、
彼
の
機
能
的
地
位
に
も
と
づ
く
非
経
済
的
勢
h
N
b
よ
び
こ
山
機
能
的
地
位

と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
種
々
白
非
経
済
的
勢
力
を
欠
さ
え
た
い
と
い
い
う
る
心
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
つ
ぎ
に
、
人
的
用
役
提
供
者

ω
賃
銀
に
つ
い
て
の
刈
物
的
勢
力
を
考
察
せ
ね
ば
な
b
長
い
が
、

ζ

の
点
に
づ
い
て
は
ま

〕
〕

ず
、
人
的
用
役
提
供
者
白
賃
銀
を
獲
得
す
る
勢
力
が
、
右
に
述
べ
た
ん
W
3
の
企
業
者
の
人
的
用
役
に
対
す
る
勢
力
と
の
相
互
交
叉
的
な

勢
力
と
資
本
主
義
経
諦

第
八
十
六
岳

七
七

第

号



勢
力
と
資
本
主
義
経
済

第
八
十
六
巻

七
J、、

第
三
号

1"1 

閃
連
に
よ
っ
て
成
立
す
る
こ
と
に
住
日
せ
ね
ば
な
ら
一
な
い
。
と
同
時
に
わ
れ
わ
れ
の
当
面
の
観
点
よ
り
見
れ
ば
、
己
の
両
者
の
対
物
的

勢
力
の
相
互
関
連
を
、
単
在
る
物
川
川
心
交
換
に
よ
る
経
済
的
勢
力
の
交
叉
と
し
て
の
み
捉
え
る
乙
と
に
は
批
判
断
に
な

b
ざ
る
を
え
な

い
の
で
あ
る
む
こ
の
こ
と
を
人
的
用
役
提
供
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、
彼
b
は
一
応
粧
々
の
形
態
の
人
的
用
役
を
生
産
財
と
し
て
供
給
す

る
乙
と
に
よ
り
、
企
1

読
者
か
ら
一
定
の
賃
銀
を
受
取
る
と
見
、
b
れ
う
る
が
、
モ
れ
だ
か

b
と
い
っ
て
直
ち
に
、
人
的
用
役
提
供
者
白
賃

銀
に
対
す
る
勢
力
主
、
物
化
さ
れ
た
自
ら
の
人
的
用
役
士
与
え
る
乙
と
に
も
と
づ
い
て
い
る
経
祈
的
勢
力
に
限
定
し
て
考
え
る
こ
と
は
、

出
生
、

家
柄
、
学
歴
、

単
純
な
見
解
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
人
的
用
役
提
供
者
の
託
銀
に
対
す
る
勢
力
は
、
物
化
さ
れ
た
彼
白
人
的
川
役
に
よ
る
経
済
的
勢
力
と
、

そ

ω
他
山
積
々
の
要
因
か

b
生
じ

τ
い
る
彼
の
非
経
済
的
勢
刀
と
白
密
接
在
結
び
つ
き
に
よ

に只二ii
労
働
組
合

ω力、

一一一一→=賀県酬の方向

--ーーーーーャー人的用担(L)の方向

っ
て
形
成
さ
れ

τ
い
る
こ
と
に
、
換
言
す
れ
ば
、
企
業
者
は
一
定
白
人
的
用
役
提
供
者
に
対
し
て
、

非
人
格
化
さ
れ
た
生
産
財
と
し
て
白
紋

ω
人
的
問
役
に
つ
い
℃
の
、

い
わ
ば
対
物
的
評
価
に
よ
っ

て
心
み
で
は
な
く
、
さ
b
に
種
々

ω
他

ω
要
因
か
、
白
生
ず
る
彼
の
社
会
的
芯
地
位
に
つ
い
て
白
、

い
わ
ば
対
人
的
一
許
価
に
応
じ
て
、
賃
抑
制
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
勾
。

い
ま
企
業
者
と
人
的
用
役
提
供
者
の
、
人
的
用
役

ω治
よ
び
賃
叙
阿
川
に
つ
い
て
の
対
物
的
勢
力

の
相
互
交
叉
を
開
示
す
れ
ば
、
上
記
の
ご
と
く
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ω
高
田
保
馬
「
経
済
学
講
義
」
中
巻
、
二
五
回
瓦
。

ω
]
凹
岳
ロ
自
]
U
O
Z
F
H
F
2
3
町
民
主
司
三
時
h

与
久
子
忌

E
h主
主
与
同
文
言
h

口
k
r
u同

H
G
N
戸

m

H

H

Y

巾

山
伊
和
郎
・
車
畑
精
一
共
凱
「
経
済
発
展
の
理
論
」
一
八
三
瓦
。

ω
山
国
日
ロ
rmv戸
吋
言
足
EhNh町
、
宮
目
同

E
o宮内
E
Y
F
5
2ヨ
長
崎
惣
之
助
訳
「
経
官
者
革
命
」
、
開
町
出
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勢
力
之
資
本
主
義
経
済

第
八
十
六
巻

入
り

第
三
サ

ーノ、

と
く
に
つ
ぎ
の
諸
点
に
お
い
て
立
入
っ
た
検
討
が
加
え
ら
れ
ね
ば
た

b
な
い
。

ω
ま
ず
第
一
日
札
、
個
人
が
出
生
、
門
閥
、
学
歴
、
之
の
他
の
諸
一
要
因
に
よ
っ
て
予
め
有
し
て
い
る
非
経
済
的
勢
力
が
、

I
彼
白
企

(
 

わ

¥

ノ

業
組
織
に
お
け
る
一
定
白
機
能
的
地
位
を
決
定
す
る
前
提
的
条
件
と
な
っ

τ
い
る
と
共
に
、

E
さ
b
に
進
ん
で
、
彼
の
企
業
成
員
と
し

〔

τ有
す
る
対
物
的
勢
力
と
不
可
分
的
な
関
連
主
有
し
て
い
る
己
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
己
白
川

W
Z且
味
で
の
予
存
の
個
人
の
非
経
済
的
な

諸
勢
力
に
つ
い
て
は
、
川
相
本
的
に
は
出
生
を
そ
の
最
も
代
表
的
社
も
の
と
す
る
自
然
生
成
的
な
要
因
に
よ
っ
亡
基
礎
ず
け
ら
れ
な
が

b
、

社
会
の
発
展
と
共
に
、
教
育
、
学
歴
な
ど
の
よ
う
な
人
為
形
成
的
な
要
因
が
優
越
化
し
亡
く
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
後
者

〉

の
事
象
の
例
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
個
人
A
が、

I
一
定
の
学
歴
(
ま
た
は
学
閥
)
に
よ
っ
て
企
業
に
お
け
る
比
較
的
上
位
の
ホ
ワ
イ

(
 

〉

}
・
カ
ラ

l
白
地
位
を
占
め
、
ま
た
E
主
の
学
躍
の
ゆ
え
に
、
モ

ω
人
的
用
役
に
つ
い

τ
の
対
物
的
評
価
と
は
独
i
に
、
無
学
の
ホ
ワ

(
 

イ
ト
・
カ
ラ
ー
よ
り
も
一
一
円
い
賃
銀
を
取
得
す
る
場
合
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

同
つ
ぎ
に
わ
れ
わ
れ
は
、
企
業
組
織
に
治
け
る
一
定
の
機
能
(
資
本
の
提
供
、
企
業
の
実
質
的
運
営
、
事
務
的
、
技
術
的
な
用
役

の
提
供
、
肉
体
的
な
労
働
用
役
の
提
供

な
ど
)
を
営
む
た
め
の
地
位
そ
れ
自
体
に
も
と
ず
い
て
成
立
す
る
個
人
の
非
経
治
的
勢
力

が
、
彼
の
対
物
的
勢
力
の
前
提
と
な
り
、
し
か
も
後
者
が
前
者
と
結
び
つ
い
て
現
わ
れ
て
く
る
こ
と
を
考
え
ね
ば
な

b
た
い
。

高
田
博
士
は
、
企
業
組
織
内
部
の
成
員
間
に
見
ら
れ
る
仕
事
に
お
け
る
上
下
の
服
従
関
係
モ
れ
自
体
に
一
一
砲
の
権
力
的
要
素
が
存
し

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
が
、

Il
い
ま
こ
臼
企
業
内
部
の
仕
事
の
上
で
の
上
下
の
服
従
を
権
力
関
係
の
一
形
態
と
見
る
こ

と
に
つ
い
て
の
問
題
を
論
外
に
キ
久
と
し
て
個
人
白
対
物
的
勢
力
に
お
け
る
非
経
済
的
勢
力
の
形
成
に
関
し

τ、
右
の
山
の
要
因

は
仰
心
要
因
か
ら
は
区
別
さ
れ
る
独
白
の
意
味
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
企
業
組
織
の
規
模
の
拡
大
を
中
心
と
す
る
資
本
主

義
心
変
動
過
程
に
お
い
亡
、
前
述
し
た
仰
の
意
味
で
の
予
存
の
非
経
済
的
勢
力
の
諸
要
因
内
部
に
見
ら
れ
る
、
自
然
生
成
的
要
素
に
刻



す
品
人
為
形
成
的
要
素
白
優
越
化
と
密
接
に
関
連
し
合
い
た
が

b
、
し
だ
い
に
∞
白
要
国
が
顕
著
な
作
用
を
営
む
よ
う
に
な
句
h
u

こ
と
を

看
過
し
え
な
い
。
す
な
わ
ち
企
業
組
織
白
規
模
の
拡
大
白
進
行
は
、
企
業
成
員
の
諸
機
能
白
量
的
増
大
島
よ
び
質
的
多
様
化
主
も
た

b

す
己
と
に
よ
り
、
資
本
白
所
有
者
と
自
ら
は
資
本
を
所
有
し
な
い
企
業
者
と
心
機
能
的
地
位
の
分
化
を
出
現
さ
せ
て
ゆ
く
と
共
に
、
事

務
的
、
技
術
的
な
仕
事
に
関
す
る
専
門
的
職
業
家
と
し
亡
の
人
的
用
役
提
供
者
の
機
能
的
地
位
を
漸
次
的
に
向
上
さ
せ
て
ゆ
き
、
し
か

も
こ
の
よ
う
な
企
業
成
員
の
機
能
的
地
位
の
変
化
が
、
彼
b
の
対
物
的
勢
力
D
変
動
に
、
積
極
的
に
働
き
か
け
る
よ
う
に
友
る
こ
と
が

5
 

考
え

b
れ
る
の
で
あ
る
の
こ
の
こ
と
は
一
回
よ
り
見
れ
ば
、
企
業
成
員
の
対
物
的
勢
力
の
決
定
に
関
し
て
、
た
と
え
ば
相
続
に
見

b
れ

る
よ
う
な
自
然
生
成
的
要
素
に
よ
コ
て
究
極
的
に
は
制
約
さ
れ
て
い
る
資
本
心
所
有
に
よ
る
勢
力
に
比
し
て
、
し
だ
い
に
人
為
形
成
的

要
素
に
よ
ヮ
亡
左
右
さ
れ
て
ゆ
く
企
業
に
沿
け
る
機
能
的
地
位
に
よ
る
勢
力
の
占
め
る
割
合
が
増
大
し
て
ゆ
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

で
あ
ろ
う
。

〉，
山
さ
ら
に
進
ん
で
わ
れ
わ
れ
は
、
資
本
主
義
経
済
に
お
け
る
諦
何
人
の
刻
物
的
勢
力
に
対
し
て
、
一
定
の
階
級
的
団
結
ゐ
よ
び
そ

(
 

れ
に
も
と
づ
〈
組
織
に
よ
っ
て
成
立
す
る
非
経
済
的
勢
力
が
積
極
的
な
干
渉
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
看
過
し
え
な
い
の
で
あ
り
、
モ
の

著
し
い
例
と
し
て
は
、
労
働
者
達
の
労
働
組
合
を
巾
心
と
し
た
団
結
が
彼
b
の
賃
銀
の
高
さ
に
作
用
す
る
場
合
が
顧
み
ら
れ
る
で
あ
る

う

わ
れ
わ
れ
は
以
上
の

ω、
問
、
仰
の
諸
点
に
注
目
し
な
が

b
、
資
本
主
義
経
済
に
ゐ
け
る
企
業
組
織
り
成
員
を
巾
心
と
す
る
諸
個
人

白
対
物
的
勢
力
に
含
ま
れ
て
い
る
非
経
済
的
勢
力
が
、
前
述
し
た
諸
積
白
内
的
勢
力
と
外
的
勢
力
と
の
ど
の
よ
う
な
結
び
つ
き
に
よ
っ

て
成
立
す
る
か
に
づ
い
て
、
さ
ら
に
は
、
彼
b
の
対
物
的
勢
力
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
非
経
済
的
勢
力
と
経
済
的
勢
力
と
の
相
互
関
連
性

心
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
、
よ

P
立
λ
っ
た
考
察
を
行
た
う
必
要
に
迫
b
れ
て
く
る
。
し
か
も
こ
れ

b
日
考
察
を
、
す
で
に
述
ベ
た
よ

勢
力
主
資
本
主
義
経
済

第
八
卜
六
巻

J'、

第

号

七



勢
力
と
資
本
主
義
経
済

第
八
十
六
巻

ノ、、

第
三
号

/、、

う
に
、
企
業
組
織
の
規
模
の
拡
大
を
中
心
的
事
象
と
し
て
体
制
的
変
質
を
伴
い
な
が
ら
進
行
し
て
い
る
現
代
む
資
本
主
義
心
変
動
過
程

に
闘
連
づ
け
て
展
開
し
て
ゆ
く
と
己
ろ
に
、
重
大
た
現
代
的
意
義
が
存
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
紙
数
の
制
限
も
あ
り
、
右
の
よ
う
た
考
察
を
進
め
る
上
で
の
序
論
的
段
階
に
お
け
る
諸
問
題
の
提
起
を
試
み
た

に
寸
ぎ
な
い
白
で
あ
り
、
よ
り
一
一
帽
の
体
系
的
論
述
は
後
同
の
課
題
と
し
た
い
。

(
一
九
六
心
七

五
) 

川
市
田
保
馬
「
勢
力
論
」
改
訂
版
、
三
六
二
三
六
回
頁
。

ω
拙
稿
「
経
済
的
勢
力
と
社
会
構
造
」
二
心
一
|
二

O
三
頁
。

制
た
と
え
ば
コ
ー
ル
、
ダ
l
レ
ン
ド
ル
フ
な
ど
は
、
現
代
社
会
に
且
ら
れ
る
附
級
形
成
に
対
L
亡
、
教
育
が
析
し
い
作
用
を
有
し
て
い
る
こ
之
を
主

張
じ
て
い
る
。

(
C
口
出
口
Q

『
二
忠
弘
一
司
司

E
l
m
F
2
U
寸
c
h
y
E
V
2
寸
ブ
己
〕
∞
日

l∞
P
E
M
H
O叶
口
戸
出
口

mvv目
白
色
。
門
戸
b

Q

。-ω
凹

∞ω
1
2
-
F
O
河
内
ヨ
話
巳
ハ
何
回
白
山
r
ω
V〕
H
W
岳
民
。
戸
同
ν

山
@
)

川
刊
高
田
保
馬
「
勢
力
市
」
改
訂
版
、
八
八
|
八
九
耳
、

山
川
畑
摘
「
一
両
度
資
本
主
義
体
制
と
階
扱
構
造
」
二
九
三
五
瓦
。

ω
と
心
点
に
闘
し
て
、
た
と
え
ば
ミ
ル
ズ
は
、
「
現
代
で
は
、
一
定
の
所
得
を
直
接
受
取
る
大
部
分
の
人
々
に
と
っ
て
、
財
産
よ
り
も
む
し
ろ
職
業

が
所
得
の
源
泉
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
(
円
卓
寸
民
ニ
Z
さ
位
一
切
口
訳
、
五
九
頁
〉


